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２．特長
  １）負荷予測ロジック  ＴＳＣ／ｐｒｏｇを採用

   ・天気予報により必要な蓄熱量を毎時に予測します。
   ・残蓄熱量と建物の運用スケジュールに合わせ必要蓄熱量を補正します。

   ・空調コイルの劣化に合わせた見直しと学習をおこないます。

　２）通信ソフト  ＴＳＣ／ｃｏｍ を採用
   ・インタネット技術を用いた通信機能を搭載しています。
   ・直接、統一されたオブジェクト名（データ名）でアクセス可能です。

   ・ＬＡＮ内のパソコン間通信にも利用できます。

　３）制御ネットワークにＬＯＮを適用      →    低コスト化
   ・ＬＯＮは、ＢＡの制御ネットワークとして業界標準化が進んでいます。

   ・オープン化により各メーカ製品の混在が可能になります。
   ・東光は、ＬＯＮチップに全制御ソフトを搭載しています。

１．概要

　１）新しいエネルギーマネジメントのためのプラットフォーム
    ・ＢＡＳ（ビルオートメーションシステム）のＩＴ化を推し進めることで、
　　　これまでのビル管理（計測・制御・監視）のレベルを超え、エネルギーの

　　　分析・診断・評価を容易にし、省エネルギーや環境負荷低減など、

　　　環境とエネルギーマネジメントの世界を築きます。
 

  ２）東光電気ＴＳＣ２１の 従 来 シ ス テ ム と の 相 違 点

    ・蓄熱制御システムに、蓄熱制御ロジック構築機能であるＴＳＣ／ｐｒｏｇと

　　　通信機能であるＴＳＣ／ｃｏｍを搭載しています。
　　・情報通信のためのデータのオブジェクト構造、ネーミングについては、
　　　ＴＳＣ／ｏｂｊｅｃｔ　ｃｏｄｅとＴＳＣ／ｎａｍｉｎｇ　ｃｏｄｅ規定に従っています。

    ・制御ネットワークにオープンネットワーク／ＬＯＮを適用しています。

ロジックエンジン

ＴＳＣ／ｐｒｏｇ構成 １．ユーザに解放

    カスタムファイルはユーザに解放され
    表計算シートと表計算プログラムの

　　関係と同じように
　　処理手順を自由に設定できます。

２．処理記述

    処理手順、演算処理、判断処理を
　　　　定義できます。

  １．時系列データ処理
  ２．負荷予測制御
  ３．不足蓄熱量演算

  ４．熱源割当
  ５．学習機能

  ６．関数処理

インターネット
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蓄熱設備（ＴＳＣ２１仕様）

形態イメージ

サービスネットワーク

蓄 熱 運 転 管 理

ＴＳＣ２１導入顧客

５．ＴＳＣ２１の納入実績
     1 ． 東 京 電 力 殿 向 け
        １）旭営業所   ２ ）相模原工務所   ３ ）福 島 第 一 本 館 ビ ル   ４ ）東新建物富士見ビル   ５）平塚営業所   ６）桐生営業所   ７）水戸営業所   ８）品川支社

     ２．一般向け
         １）ＭＤ社本社ビル

蓄熱
管理装置

二次ポンプ
管理装置

通信装置

メーカ独自ネットワーク

メ

ー

カ

独

自

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

熱源、
一次ポンプ

二次ポンプ

PID
調節計

例）ＰＭＸ１

例）ＰＭＸ２

PID
調節計

オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

（
Ｌ
Ｏ
Ｎ
）

熱源、
一次ポンプ

二次ポンプ

蓄熱
コントローラ

二次ポンプ
コントローラ

オープンネットワーク
ＴＳＣ／ｃｏｍ  （TCP/ IP）

オ ー プンネットワーク
 ＴＳＣ／ｃｏｍ  （ＩＳ ＤＮ網）

従 来 シ ス テ ム

ＴＳＣ２１システム
空 オ ペ セ ン タ ー

ＴＳＣ／ＣＯＭ

中央監視

中 央 監 視
ＴＳＣ／ｐｒｏｇ
ロジックＰＣ

３）まとめ
    ・低コストな夜間料金をフルにつかうための負 荷 予 測 機 能 と 制 御 機 能 を搭載しています。

    ・ＥｓＰセンターと接続することにより、センターからの遠 隔 に よ る 最 適 運 転 維 持 が可能となります。

    ・汎用パソコンと低コストコントローラを用意しており、蓄熱導入によるコストメリットをさらに確実にします。

蓄熱設備（ＴＳＣ２１仕様）
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運転データ
診断結果
設定値

処理手順
演算処理定義
建物設備仕様

カスタムファイル
１）制 御 （ＴＳＣ／ｐｒｏｇ）仕様

  ・翌日に必要な熱量を、天気情報と
　　建物・設備特性、消費熱量から予測し、　

　　必要熱量と残蓄量から最適な蓄熱量を
　　求めます。

　・処理手順を記述するカスタムファイルと、
　　これを解読して実行するエンジンとに分

　　けています。こうすることで、
　　ビルの運用の変化にも迅速に対応でき

　　るようになります。

２）通 信 （ＴＳＣ／ｃｏｍ）仕様

  ａ．マルチベンダー対応
    ・各メーカの通信仕様の差異を吸収し、
　　　　情報を統一的に取り扱うことができます。

  ｂ．ＥｓＰ（Ｅ-sｅｒｖｉｃｅＰｒｏｖｉｄｅｒ）センターとの接続により
    ・蓄熱運転の遠隔管理支援などの

　　　　付加価値サービスを受けられます。

”ＴＳＣ２１”対応  蓄 熱 コ ン ト ロ ーラ

各種空調機各種空調機
コントローラ

温度、流量計


